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講座の概要（目次） 

講義内容                              1 時間 33 分 

講義 1：ISMS マニュアルの概要／1.目的／2.適用範囲／3.事業環境の認識  21 分 

講義 2：4.情報セキュリティマネジメントシステム／5.リーダーシップ 10 分 

講義 3：6.1 ISMS 計画時のリスクと機会の決定 30 分 

講義 4：6.2 情報セキュリティ目的とそのための計画策定／7.支援 14 分 

講義 5：8.運用／9.パフォーマンス評価／10.改善  18 分 

 
 

 
 

講義 1：ISMS マニュアルの概要／1.目的／2.適用範囲／3.事業環境の認識                

ISMS マニュアル作成の考え方 ISMS マニュアルとは 

ISMS マニュアルの作り方 

              ISMS マニュアルの目次（例） 

1.目的 

2.適用範囲 

3.事業環境の確認 3.1 事業環境の外部・内部の課題 

          目的に関する外部及び内部の課題の例 

          3.2 ISMS の運営管理に関する外部・内部の課題 

                  3.3 利害関係者とその要望 

 
 
 

講義 2：4.情報セキュリティマネジメントシステム／5.リーダーシップ             

4.情報セキュリティマネジメントシステム 

 ISMS のプロセス及び相互関係 

5.リーダーシップ 5.1 社長の役割              

         5.2 方針の策定 

         5.3 部署の役割、責任及び権限 

 
 
 

講義 3：6.1 ISMS 計画時のリスクと機会の決定         

6.ISMS の計画 6.1 ISMS 計画時のリスクと機会の決定 6.1.1 ISMS 計画の策定 

              6.1.2 情報セキュリティリスクアセスメント 

                リスク管理プロセス 

                情報資産の例 

                情報資産管理台帳の例  

                例）機密性、完全性、可用性の算出基準 

21 分 

10 分 

30 分 
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                          例）資産価値の算出基準 

              情報資産管理台帳の例 

                例）脅威、脆弱性に対するリスク値算出の基準 

                リスク分析・対応管理書の例 

              6.1.3 情報セキュリティリスクへの対応 

     リスク対応の基準 

     リスク分析・対応管理書の例 

     適用宣言書の例 

     例）情報セキュリティリスク対策計画書 

 
 
 

講義 4：6.2 情報セキュリティ目的とそのための計画策定／7.支援          

6.2 情報セキュリティ目的とそのための計画策定 

 例）目的・実施計画書兼実施状況評価書 

7.支援 7.1 資源 

     7.2 力量 

       7.3 認識 

       7.4 コミュニケーション 

       7.5 文書及び記録の管理 

 
 
 

講義 5：8.運用／9.パフォーマンス評価／10.改善 

8.運用 8.1 運用の計画及び管理 

8.2 情報セキュリティリスクアセスメントの実施             

    8.3 情報セキュリティリスクへの対応 

9.パフォーマンス評価 9.1 監視、測定、分析及び評価 

            例）監視・測定の対象と方法 

           9.2 内部監査 

           9.3 社長による ISMS の活動状況の確認 

10.改善 10.1 不適合及び是正処置 

     10.2 継続的改善 

 

18 分 

14 分 


